













「身体性」 と 「癒 し」に関する一考 察
～ 「聖娼」のイメー ジをもとに～





そこで本論 においては、「身体性」について考えるための一つの素材 として 「聖娼」というイメージを用い、こ
れを中心 として連想されたいくつかの トピックについて考察 した。聖娼とは神殿巫女とも呼ばれ、神殿を訪れる異
邦人と聖なる性の結びつきをした女性たちである。論文構成は、1.聖 娼というモチーフにおいて、聖娼のイメー
ジやそこから考えられる二つの視点について触れ、2.女 神イナンナでは、聖娼の儀式を見守る女神イナンナの属
性について考察 した。そして、3.主 体的受動性 と意識性及び、4.自 然のリズムと聖娼は、聖娼のイメージから
連想された二つの視点であり、ここでは女性が主体性を獲得 してい くことの必要性と困難さや、身体性の問題と女




えてい るように思 われる。 ここでい う身体 とは、 こころと対峙 される、いわゆる体 とい う意味ではな く、
こころとも体 ともつかぬ、そのあいだにあるような、あるいはその両者を包み込むような意味で用いてい
る。はっ きりと言語化することの難 しい領域ではあるが、それはWinnicottの言 う中間領域やJung派の人々
がsubtlebody(捉えがたい体)と 呼んでい るもの に近 く、体 という物質的なものとこころとい う心的 なも
のの両者が関与 したところとい う意味である。
筆者は上述 した ようないわゆる体の症状 を伴 う人々 と接 してい くなかで、ここでい うところの 「身体性」
について考 え始めるようになった。ちなみに心身症や摂食障害 とは女性に多い疾患であ り、その ことは身
体性を考える際 に考慮すべ き大切 な点で ある と思われるが、今 日、彼女たちはなぜ 「身体を病んでいる」
のであろうか。そ して心身症や摂食障害 といった身体の病を通 して何 を訴 えてい るのだろうか。 さらに、
その病 をくぐって治癒 されてい く過程において、 どの ような変容がお こっているのだろうか。
この ような問いに答 えることが筆者の 目的であるが、現段階において この問いに直接的に答 える ことは
大変難 しい。そこで本論文 においては、 「身体性」 に深 く関与するイ メージを持つ 「聖娼」 とい うモチー
フを使い、 このモチーフか ら考 えられることをまずはまとめることとした。ちなみに 「聖娼」 とは、神殿
に居て、そ こを訪れる不特定多数の男性(Stranger)に身体 を許す女性た ちであり、古代 においては実際
に存在 していた。「聖娼」 については後 に詳述するが、彼女たちは 「神殿巫女」や 「神殿売春」 とも呼ば
れ、ここでの性 の結びつ きは聖なる ものであ り宗教的な行為 として認識 されるもので、今 日的な価値観の
もとで誤 った解釈は しないでおきたい。
ひと くちに 「聖娼」のモチーフか ら考え られることといって もい ろいろとあるが、ひとつは聖娼の儀式
(イニ シエーション)か ら考 えられる ことをまとめ、 また もう一つは、聖娼 という女性像が もつイメージ
から考 察で きることをまとめた。前者は本論 における 「3.主体的受動性 と意識性」にあた り、後者 は
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「4.自然のリズム と聖娼」 にあたる。 また、 これ らについて述べ る前に 「1。聖娼 とい うモチーフ」 に
おいて、聖娼についての説明やそこか らイメージされることを簡単にまとめ、「2.女神 イナ ンナ」 にお
いては、聖娼のイメージの原型 となってお り聖娼の儀式 を見守る女神であるイナンナの属性 についてまと
めた。
聖娼というこころと体の二分極 を越 えた存在 について考 えることは、心身症や摂食障害 とい った身体の
問題 を抱 えている人々の病 いが もつ意味やその治癒過程 について知 るための大前提であ り、またそこから
有益な示唆が得 られるとも思 う。 しか しまたここでは聖娼 とい う一つの視座か ら連想 され ることをまとめ
てお り、 このことが どう身体性を考察することに結びつ くのか、あるいは心身症や摂食障害の人々との心
理療法 を論 じてい くことに どう繋がってい くのかがあま り明確 になっていない。 したがって、それについ
ては今後の課題 とし、本論 はその前段階 としての臨床心理学的な基礎的研 究と して位置付け、博士論文の
礎の一つとしたいと思う。
1.聖娼 とい うモチーフ
聖娼(TheSacredProstitute)とは聞 きなれない言葉か もしれないが、歴史的 に確か に存在 した女神
に捧げ られた人間の女性であ り、また現代女性のこころの中に息づ く元型的な女性 イメージで もある。バ
ビロニアの習慣では、その国のすべての女性が一生 に一度 は、愛の女神の神殿 にこもって見知 らぬ男性
(Stranger)と交 わらなければならなか ったといい、聖娼の儀式が女性 のイニシエーションとして存在 して
いたことを示 してい る。聖娼の儀式を簡略化 して述べ ると次の ようになる。
見知 らぬ男性(Stranger)は神殿の社内に座 っている女性 の膝元にコインを投 げ、そ して 「ミュリッタ
様 の御名にかけて、お相手願いたい」 とだけ言 えばよい。女性 はそれをつ き返す ことは出来ない掟になっ
ている。二人は女神の ご加護の もとで、匿名性の出会いを して個人的な関係 を超えた聖なる結びつ きを経
験す る。コイ ンは女性に対 して払われた ものでは決 してな く、彼女の献身の儀式 に参加 させて もらえるよ
う許 しを得 るために、女神 に支払われたのである。女性は男性 を受け入れた後 、女神 に対す る奉仕 を果た
したことにな り家に帰ることがで き、来るべ き結婚の準備 を整えるのである。
また、古代のわが国 において も同様 に、女性 は異界からやって くる異邦人(Stranger)を歓待 し、 この
「まれび と神」 と一夜 を ともにす ることを経 験 して初めて人間の妻 となるこ とが で きた と言 う(折 口、
1929)。
河合(2000)はこれを 「娘が母になるためのイニシエーシ ョン」 であると述べているが、このように言
われる大 きな理 由の一つ としては、見知 らぬ男性(Stranger)を決 して拒 むことな く受 け入 れるとい う
「絶対的な受容性」 を経験することがあげ られる と思われる。そ して この受容性が体を伴 ってなされるも
のであることが女性のイニシエーシ ョンの大 きな特色であ り、 これがただ無知に盲 目になされる ものでは
な く、 より意識 的に自ら自覚 してなされるような 「主体的な受動性」 として機能 し始 めた とき、これは一
つの 「癒 し」へ とつながってい く。イニ シエー トされるもののこころが 「癒 し」 を経験す る前兆であ り、
また心理療法の場でセラピス トが 「主体的 な受動性」 を持 ちつづけていることが両者の変容 にとって必要
であるとい う意味で もある。「主体的な受動性」 については後 に詳述 したいが、女性のイニシエーション
と絡めて聖娼のモチーフから理解 される一つ目の視点 として取 り上げてお きたい。
また、宮野(2000)は聖娼の儀式 について 「象徴的に解釈すれば、見知らぬ他者 として外界 に投影され
た、女性の聖なるエネルギーである男性性 に覚醒 し、それをAphroditeの守 り もとに自らのうちに受け入
れることである」 と表現 している。見知 らぬ男性(Stranger)の侵入 を女性が少女か ら大人の女性 になる
ためのイニ シエーションとして捉 えているが、「女性 の聖なるエネルギーである男性性 に覚醒する」 とい
う表現 は、非常に示唆深い。 ここでいう男性性 には様 々な意味合いが含 まれていると考 えられ るが、ひと
つには女性 にとっての意識性 を表 しているように感 じられる。意識すること、知っていること、見ている
こと、それ らは成熟 した女性性 を獲得 してい く過程でたいへ ん重要である。少女にとって大人の女性にな
るためのイニシエーションは、ギリシャ神話 におけるペルセポネーのハ ーデースによる強奪に見 られるよ
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うに、死ぬほどの恐怖であるのに、ただ じっ と受難する しかない という初めての経験である。また女性一
般 にとって も、聖娼 という儀式が内包する、己の意思に関わ らず不特定多数の男性 と身体 をあわせなけれ
ばならない とい う掟は、まさに身をもって己をさらし、来る もの を受け尽 くすという、同 じく受難の過程
をたどると考 え られる。Perera(1981)は、 この ことを 「不特定の男性の非個人的なファロス とい う十字架
に礫になるとい うイニシエーションの中で、死ぬ思 いを味わったことで しょう」と説明 している。しか し、
このような過程 を経験 しては じめて 「意識性」が芽生えるように思われ、「受動性」 も主体性 を獲得す る
ように感 じられる。徹底的に受け入れるという 「受容性」が もつ癒 しの力が必要であ り、また必然である
とともに、それにともなう 「痛み」 を感 じることが主体性を喚起 し、女性のイニシエーションに とっても
女性性 の成熟 にとって も必要不可欠であると思われる。そ してさらに、 この 「痛 み」を感 じることが身体
性 について考える際のひとつのキーワー ドになると感 じられるのである。
一方、Qualls-Colbett(1988)は聖娼について詳細に述べているが、聖婚の儀式 における聖娼の役割つい
ては以下のように記 している。
「彼女 は自分 自身のアイデンテ ィテ ィの感覚 を与えてもらうため に男 を必要 としたのではない。む しろ、
この行為は彼女 自身が女性であることその ものに根 ざしてた。 ・・(略)・・彼女の存在理由は、愛の行為の
実践に よって女神 を崇めることであ り、・・(略)・・根本的な再生の力に触れ、そ してそれによって、女神
の化身 として生命 と愛の連続性を保証 した。」(Qualls-Corb飢、1988)。
つ まり、愛の女神の神聖な自然の法則の もとで、彼女たちは奔放 に官能的に自らのセクシュア リテ ィを
体 現 し、か つ誰 のた めで もない 自分 自身の ため に愛 す る ことを表現す るのであ り、見知 らぬ男 性
(Stranger)であるがゆえにそれが可能である と考え られる。Harding(1971)はこの ようなあ り方を、 よ
り主体的な存在様 式 として評価 してお り 「自分 自身のための個人(One-ln-Herself)」と表現する。 ここで
も見知 らぬ男性(Stranger)であるということが重要視 されているが、それは個人 を愛 し、それゆえ個人
的愛 に縛 られた りすることな く、自然に、おもむ くがままに自らのPassionを体現するためには匿名性が必
要だか らである。ここでの聖娼のイメージは、情熱的 ・情動 的で、愛情深 く奔放で、本能的であ り、また
躍動 し、たくさんの命が息吹 き、どくどくと波打つ生命の力強 さを感 じさせ る。つ まり 「生 きていること」
を表 し、季節で言えば花が咲 き乱れる春のイメージが最 も近い。Ulanovは女性性 の=二つの機能 について言
及 しているが、ひとつは母性的で静的で、安全や保護 をもた らし、安定 して変わることのない側面であり、
もう一つはダイナ ミックで変容 を促す ような側面であると言 う。Qualls-Corbett(1988)は後者 を聖娼に結
び付けてお り 「愛 の女神 と結 び付 けられ、聖娼 と同一視 されるのは、 まさに女性 のなかの この動的で、変
化 し、変容を促す側面なのである」 と述べている。つ まり、先の 「主体 的受動性」 においてはある種の忍
耐強 さ、 じっ と動 かず待つ こと、などに言及 したが、同 じ聖娼のイメージか ら、変化をもた らし、創造 し
てい くとい う動的な側面が喚起 される。これ もまた心理療法においては重要なことであ り、 さらに、動 的
な リズムとは身体性 に関わるひとつの大事な要素なので、 これを二つ 目の視点と して取 り上げてみたいと
思 う。
ここまで、聖娼 とい うモチーフから連想 される二つの視点 について述べて きたが、次 にそれらについて
より詳 しく考 えてい きたいと思 う。 しか し、それ らについて触 れる前 に、聖娼の儀式 を見守る女神 として
崇められている、シュメール神話 における女神 「イナンナ」 についてまとめておき.たい。それは、イナン
ナの特性 やイナンナの聖婚 について概観 してお くことが、先の二つの視点について考 える際の前提になる
と思われるか らである。
2.女神イナンナ
シュメール神話 に登場 している大女神イナ ンナは、神々の娼婦 として位置付け られ聖娼の儀式 を見守る
女神 として崇 められているだけではな く、多様 なイメージを荷 った女神である。Perera(1981)はイナンナ
の属性について次のように述べている。
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「私たちの用いる語感でいうところの母性的な存在ではあ りません。女神 アルテミスの ように、彼女 は
『母性性 と処女性、生命 の喜び と殺人の欲望、肥沃 さと獣性 との境界領域 の半ば』 にいるのです。イナン
ナは典型的な、ポジティブな少女(プ エラ〉、つ まり永遠に若 く、動的で、狸猛で、感覚的な、処女の娼
婦 なのです。そ して、落ち着いた、家庭的な妻では決 してな く、父権制の下の母で もあ りません。独立 を
保 ち、恋人 として、若い花嫁 として、 また未亡人 としての魅力 をも保 っているのです。・・(略)・・豊穣、
秩序、戦争、愛、天界、癒 し、情動、そ して歌の女神 としての力 を持 っているにもかかわ らず、さらに、
数々の神殿 に令嬢や妃の称号 を持っていて も、イナ ンナは放浪者なのです」(Perela,1981)。
大変多彩 な印象 を与 える女神 であるが、イナ ンナは若い羊飼いである ドゥムジと聖婚(ヒ エ ロス ・ガモ
ス)を 果たす。 この聖婚 における女神 イナ ンナと同一化するなかで女性的な霊の力 を受容するとされてい
るのが、聖娼の儀式 と言 えるだろう。
ところでイナ ンナ と ドゥムジの関係 についてだが、 ドゥムジという名前は 「忠実 なる息子」 という意味
であ り、女神イナンナにとって、 ドゥムジは息子のような恋人であるといえる。これは愛の女神に共通 し
ていることであ り、女神 イシスとオシリス、女神 キュベ レとアッティスの関係 も同様である。 この2者関
係、すなわち太母 と少年神 との関係 についてNeumann(1971)は「太母 に属す る少年は春の神であ り、彼
は殺 されて死 なねばならないが、その死 は母によって嘆かれ、彼は再び産み返 される。 ・・(略)彼 らは
その身体的な美 しさによって女神の恋心 を惹 きつけるだけである。それを抜 きにす れば、彼 らは神話の英
雄たちとは対照的に、力 も特色 もな く、個性 と行動力 に欠けている」 と述べている。つまりここでい う少
年神 とは、大地 に蒔かれる種のような存在であ り、新 しい命を生み出すための、個別性 の全 くない、単 な
る授精力 に過ぎない と言 える。そ して、蒔かれた種が芽吹 き新 しい命 を生み出 し、その後枯 れて土 に返 り、
また次の新 しい命 を生み出す もととな り… と永遠 に循環 してい く生の営みがそこには見 られ る。豊穣 を
も司る女神か らすれば、それは必要不可欠なあ り様 であるが、ここでの女神 にとっては蒔かれた種 が何 で
あっても問題ではない。ただ、授精力があ りさえすればいいのである。それゆえ、女神 自身はいつ も自己
完結 してお り、性的結合 としては対等性 を有 しているとはいえないだろう。これはいわゆる 「永遠の少年」
のイメージに も繋がる。永遠の少年 とは、ギ リシャのエレウーシスの密儀 における少年神 「イアッコス」
を指 して呼んだ言葉であるが、エ レウーシスの秘儀 とは平た く言 えば死 と再生の儀式であ り、母なる大地
において穀物が春には芽生え、冬 には枯 れてい くことを意味 しているのである。そ して、「この死 と再生
を繰 り返す穀物 の姿の権限として 『永遠の少年』 イア ッコスが登場するのである。永遠の少年は成人する
ことな く死 に、太母の子宮のなかで再生 し、少年 として再び この世 に現 れる」(河合、1976)のである。
イナ ンナにとっての ドゥムジもこれに近いイメージだと言 うことも出来るだろう。
また、 イナンナについてはシュメール神話 において、「イナ ンナの冥界下 り」がある。 この神話 は要約
すると以下の ようになる。
天 と地の女神 であるシュメールの女神 イナンナが、天地を捨てて地下界へ降 りてい く決心 をする。地下
界には、冥界の女王であるエ レシュキガルがお り、 自分の国に入って きたイナンナに対 して怒 り狂い、 イ
ナンナは殺 されて しまう。 しか し、イナンナは事前 に三 日経 って も自分が帰 ってこなければ自分を救出 し
て くれるよう父の神 々に助けを求める ようにと、信頼 していた女性侍従ニ ンシュブルに伝えてある。イナ
ンナが三 日経 っても帰 ってこなかったので、ニ ンシュブルは、水 と知恵 の神エ ンキに二人の小 さな嘆 き人
を作 ってもらい、彼 らがエ レシュキガルと接触 して、首尾 よくイナンナを助 け出す。 しか し、イナンナが
助け出 され生 き返 ったからには身代 わりを送 らなければならず、スケープゴー トとして、イナンナの配偶
者であった ドゥムジが差 し出される。 しか し、 ドゥムジの姉ゲシュテ ィアンナが彼 を庇い、彼の身代 わ り
に自らを犠牲 として差 し出 し、結局、 ドゥムジとゲ シュテ ィアンナは一年の半分ずつを其々の地下界で過
ごす こととなる。
イナ ンナは天 と地の世界においては、これ以上ないほ どの大女神である。そのイナンナがなぜあえて冥
界下 りを行 う必要があったのだろうか。最愛の夫である ドゥムジを差 し出してまで。いや、むしろ最上の
女神であ ったか らこそ、最 も地下深 くまで降 りなければならなかったのか もしれない。Perera(1981)は、
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この神話 に、キ リス ト教文化圏において 「父の娘」 と言われる現代女性が、女性性の根源 に触れその全体
性を回復 してい くプロセスを見 て、現代女性のイニシエーシ ョンについて詳細に語っている。父の娘 とは、
現代社会において男性の価値観に沿って生 きて きて しまい、男性の期待や評価 に映 し出されるなかで 自分
自身を見出 して きた ような女性 を指 しているが(豊 田、1995)、イナンナはそのイニシエーションを最初
に行 った女性であ り、「イナンナは私たちにその道を示 してお り、彼女は、女性 の深い知恵 と償い を求め
て自分自身を犠牲 にした最初の者」(Perera、1981)であると言われている。
そ して、イナ ンナの冥界下 りが 「父の娘」のイニ シエーシ ョンになぞられることか ら、イナンナのイメ
ージには 「父の娘」的要素が多分 に含 まれていることが示唆 される。おそ らくその一つは 「セクシュアリ
テ ィ」であ り、魅惑的で奔放 な愛に生 きるイナンナと 「父の娘」 のイメージは重なる。「父の娘」 につい
て考 えるとき、 このセクシュアリティをどう捉 えるのかは重要である。イナンナのイメージからはセクシ
ュアリティこそ女性性の本質を表す ものという印象 も抱 く。よって、父の娘 と呼ばれる女性たちがそれを
失わずにいたとも言 える し、逆 に何かを得るための手段 としてそれを用いて きた ともいえ、二重の意味を
持つ。セクシュアリテ ィとは身体性 にまさに結びつ くものであるゆえ、慎重 に考 える必要がある。一方、
摂食障害の女性たちは、自らの体 を拒絶 し女性であることを否定するかのようにガリガリにやせ細 るなか、
押 し付けられたものではない真の身体性 を生 きるために、イナンナとは別の方法で現状に反旗 を翻 してい
ると言えるのかもしれない。「父の娘」 と呼 ばれる女性たち も体を病む女性 たち もともに、「身体」のあ り
方が変化 し、捉 えなお される過程 における必然的存在 と筆者 には思われる。現代 にお いて、「父の娘」 と
呼ばれる女性や摂食障害などの身体 を病 む女性が増加 していることの必然的、あるいは積極的意味 をもう
少 し考えてい く必要があるのではないだろ うか。
3.主体的受動性と意識性
ここではまず、聖娼のモチーフから連想 された一つ 目の視点 「主体的受動性 と意識性」 について考察 し
たい。
聖娼の儀式 において、女性は不特定多数の見知 らぬ男性(Stranger)を受け入れることによ り、絶対的
な受動性を経験する。一方、この儀式 を見守る女神であるイナ ンナは、む しろ主体的に自らそれを受け入
れる存在であ り、聖娼 として生涯を送る女性たちも同じく、その主体性を直観 的に分 る人々であるといえ
る。おそ らく、主体性に目覚めるために、女性 にとってはこのようなイニシエーションが必要なのであろ
う。 この主体的に受け入れるとい う姿勢が女性 の自己実現 にとって重要であることはよ く指摘 されるとこ
ろであるが、玉谷(1985)も、分けのわからぬ ものを分 らぬ ままただ受容す ることの重要性 を指摘 し、徹
底的な受容の態度 を取ることが逆に意識化への道 を進 ませ ることになると述べている。つま り、主体性は
徹底的な受容性 から生 まれるというのである。受け入れることとは母性的側面のひとつ と言 うこともで き
るが、Schwing(1966)は分裂病 の治療 に必要なもの として 「母なるもの」 を挙 げているが、彼女は母性
を 「母親愛」 と 「母なるもの」 とに分 けて考え、前者を、本能的で子 どもを対象 として愛するとい うよ り
は自己の一部 として愛するとし、後者を、相手の身になって感 じ他のひとの必要 とする ものを直観的に感
じる能力である と述べている。つまり、 自分の ことのように相手の ことを感 じるのではなく、相手 を相手
として自分とは分離 した存在 として認識 しつつ感情移入する共感能力が 「母なる もの」であると言 えるだ
ろう。 したが って 「受 け入れる」 ということも、ただひたすらに受けれいれつつ も、それ を意識 し見てい
る 「眼」が必 要で あ り、呑み込み吸 い込 んでい くように受け入れるので はな く、「受 けること」 に伴 う
「痛み」 を感 じることが重要である。受け入れつつ も、異物 として他者 を意識するのである。 これが意識
性であ り、 ここから、治療的 に働 き癒 しへ と繋がるような 「主体的受動性」「母なるもの」へ と繋がって
い く。
また一方、聖娼の儀式 に見 られる絶対的受容性においては、誇 らしくもあ りどこか悲 しくもある女性 の
姿の必然性がある。そ して、ここに女性性の もつ癒 しの姿 も垣間見 られ、来 るもの(Stranger)を身体 で
受け止め、力 を被 り、そ して身体 に刻み、痛 む中で癒 してい く。アメノウズメのカオテ ィックな裸踊 りに
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して も、自らをさらけ出す中で笑いをもた らし、アマテラスを引っぱ りだす とい う救済に導いてい くとも
考えられる。売笑性 という言葉があるが、周知の とお り春 を売 るとい うことと笑いを売 るとい うことは同
義的に用い られ る。そ して 「笑い」は癒 しの種である。「女性的心性の 『下方部分」を象徴 している」(横
山、1995)アメノウズメ、聖娼 と同様 に 「『性」 を 『聖なるもの』 として生 き、神 々とともに遊 んだ女た
ち」(佐伯、1987)である遊女、彼女たちはともに女性性が荷 う確かな癒 しの力 を身体ご と表 していたよ
うに思われる。神聖視 され本能 ・大地性 と結 びつけ られていた女性の 「体」で万事を内包するところにそ
の存在様式が窺われる と言える。
しか しまた同時に、別の ことが頭 をよぎる。つま り、聖娼は誰の もので もあるがゆえに誰 のものではな
い という意味で聖なる処女 とも呼ばれ、処女 とは本来、「独立 した女性」 という意味 を持つ という。だが
ここでは、真 に独立 した女性であるとは言えない ようにも思われ、自己愛的完結の もとに、自らの身体 を
空っぽに してその器の中に投 じられた ものを無批判に受ける しかない、それに伴 う痛み も覚えるのである。
これについて水田(1992)は、次の ように警鐘を鳴 らしている。
「女性 にとって、い まや 自分 自身の身体は、最 も困難で重大 なプログレマティックである。主体がそこ
に不在であるために、つまり、子を宿すが主体 を宿す場 とはみなされなかったがゆえに崇め られてきた女
性の身体、その身体 をメタフォアとした物語を読むことを通 してのみ認識への道をかろう じて開いて きた
女性は、一方では新たな深層 とされ、他方では深層 を空に して(子 宮 を取 り除いて)、女性の身体 をみず
か らも消費 し得 る商品 とされながら、その物語のテキス トは不在 のままなのである」(水田、1992)。
しか しなが ら水田(1992)の言葉からも窺われるように、女性 の 「産む性」は常に強調されるところであ
り、そのイメージとしては多産や豊穣性と結び付け られることが多い山姥(吉 田、1989)を挙 げることが
出来る。大庭みな子 の 「山姥」像においては、山姥 とは愛する ものを呑み込むまで追いかけ、 しか し自分
の羽を抜いては織物を作 り上げる鶴 のように、男 との関係で言えば男 を食い、男 に食われる母性的存在だ
と言 う(水 田、1998)。ここでい う山姥の イメージは 自己愛的で あ りかつ 自虐的で ある。 これは高石
(1997)の言 う、 日本人独特のマ ゾヒステ ィックな対象支配、ナルシシズ ムのあ り方につなが るが、水田
(1998)はこの ような在 り方について 「強い られた仮 の美 しい姿の奥底に、本性である山姥の 自我をいつ
も隠 し持ち、愛 や介護の名の もとに男や子供 を食べ尽 くして生 き延びてきた、 したたかな女の姿 と自己意
識がある」 と言 う。そ して同時 にここか ら、個体 を越 えて命 を紡 ぎ生命の永劫性 を荷 う、おんなの姿の必
然性が垣間見 られるのである。
さらに、女性性の 「主体的受動性」 を トリックス ターと比較 してみたいが、 トリックスター とは多 くの
神話で活躍する 「いたず らもの」 「道化師」であ り、ギ リシャ神話 におけるヘルメスや 日本神話における
スサ ノオがこれに当たるといえる。トリックス ターは誰かにいたず らをして傷つけた人々の復讐 を受ける。
軽い レベルで言 えば、冗談を言って笑いを被るとい うことにな り、 もう少 しシビアに言えば、肉体的・精
神的な苦痛 を受 け、永続的な心の痛み を来た し、傷ついた もの として相手を癒 し、悩める ものが悩みを取
り去るというス タンスである。これは、癩痛の世界や被虐待児の世界 とも繋がる。女性性が荷 う主体的受
動性 とトリックスターの 「引 き受け方」から導 かれるイメージとは、確かに各々別個 のものである。前者
は、先 にも述べたように神聖な もの として崇め られていた女性の体が深 く関与 してお り、後者はスサノオ
やサスラヒメといったさす らいの神が人間の犯 した罪 や臓れを荷って去ってい く姿 に重なる。後者につい
てはその別の形 として、人間の臓れや悪を体現す る 「乞食」や 「ヤクザ」のイメージにも繋が り、辺縁 を
漂いつつ、全体 を浄化 してい く存在である と言える。 しか しなが ら、アメノウズメのカオティックな裸踊
りに繋がる女性性の 「主体的受動性」 も、 トリックス ターの心性 もともに、「個 の埋没に徹 して、全体 を
救済する」 とい う点では一致 していると言 えるだろ う。
女性 のイニシエーションとい う視点 で考 えてみると、先述 したように、ただ受けとめ続けるだけではな
く同時に痛 みを自覚 し他者性 に目覚める過程 において、太母 にとっての少年神のような無名性の存在では
ない別の ものが立 ち現れ る。女性が匿名性の出会い をするなかで、 自身の 自己完結的 なあ り方に目覚め、
ただ受け尽 くし、自己愛的で しかない自身に痛みを感 じた とき初めて、意識性が芽生える とい える。 した
がって聖娼の儀式を通 してひとつには、われわれは主体的 に意識 しながら徹底的に受容 してい くとい うあ
り方 を獲得するといえ、女性性の成熟にとって重要であるといえる。考 えてみれば、イナ ンナは冥界下 り
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において、自身の身代 わ りとして息子 のような恋人であ り、また最愛の夫で もある ドゥムジを差 し出す。
これは、冥界下 りを経験 して より成熟 した女性性 を獲得 した彼女 にとって、ただつ き慕われるだけの恋人
はあまりにちっぽけで、い と高 きところにいたイナンナをい と高 きところに縛 りつづ け、自己愛的である
がゆえに孤独で もあった彼女をそこにとどまらせていたのが他で もない ドゥムジであったからとも言 える
だろう。
やや論 旨が拡散 したが、 これまで見てきた ように、女性の意識性の問題や女性のイニシエーシ ョン、 さ
らに、女性性が荷 うトリックスター心性が もたらす救済 とい う癒 しは身体 を媒介 として起 こると言え、身
体 と深 く関わ りながら自然の リズムとともに生 きる存在である女性 にとっては、特 に身体性の問題は重要
だ と考えられるだろう。それゆえ、心身症や摂食障害 といった体の病 を呈する女性が増加 しているとい う
現状 を重 くみなければならない し、この現象について考察 してい くことの必要性が感 じられるように思 う。
4.自然の リズム と聖娼
ここでは、上述 した二つ 目の視点 「動的で、創造的で、生命感あふれる」聖娼の側面、すなわち、 自然
の リズムをまさに体現 している聖娼のイメージについて考察 したい と思 う。
まず、聖娼について考 える際、性 をどうとらえるか ということは本質的課題であ り、性 について考 える
ことは身体性 について考察す ることに重 なる。性は確かに新 しい生 をもた らす ものであ り、また一方では、
宗教的な法悦 にも通ずるような宇宙 との一体感、脱個人を経験 させ、究極的には死へ と繋がる もので もあ
る。 まさに性 とい うこの一点 において、生 と死 という両極の様相が姿 を見せる。 しか し考 えてみ ると、新
しい生命が もたらされるところに古い ものの死が訪れることは、 自然の当然の成 り行 きであ り、 これが生
命 の循環、自然の リズム と言える。確かに、出産は元来死を伴 うものであった。また、生 き物 によっては、
性交の後、雌が雄を食べて しまうこともあ り、原宗教的な祝祭 においては、同様 の営みが実際に行われて
いることが記 されている。
「全民衆の歓呼 と注視の前で行 われる遊女 と情夫の公開の性交は祭儀 の頂点 をなす ものであ り、放縦無
制約の集団混交が 開始 される合図で もあった。(中略)彼 と交わった遊女は、性交のあ とで雄蜘蛛 を食い
尽 くしてしまう雌蜘蛛の ように、情容赦 なく彼 を殺 させて しまう」(W.シューバル ト1975年)。
大変グロテスクな記述 なのだが、一切 の感情 を抜 きにして考 えてみると、生 と死の循環 をまさに性交 と
い う一点 において表 している現象であ り、自然 のメカニズムを表 していると考 えることも出来 るであろう。
確 かに、イナ ンナの冥界下 りにおいて もイナ ンナが死か ら回帰 した際に身代 わ りとして ドゥムジが差 し出
されるが、 これについてもPerera(1981)は「エネルギー保存の法則 である」 と言っている。
一方、この ようなグロテスクさはNeumann(1971)の言 う 「恐ろ しい太母の支配領域」 に見 られる もので
あ り、 これはJung(1951)の言 う 「母元型」や 「母娘元型」 に対応する層 と思われるが、この様相につい
て次の ように述べている。
「しば しば血 なまぐさい、残酷な、わいせつで さえある狂操 の中で、無垢な子 どもが生賛 にされる。 と
きどき本来のネキュテ ィア、つまり冥府への旅や 「得がたい宝物」の探索がテーマ となるが、 これは とき
として月経の血 を月に捧 げる儀礼 的性的な狂操 または供儀 とかかわりをもっている。お もしろいことには、
拷問やわいせつ行為が 「大地の母」 によってな される。血を飲まされた り、血につけられた り、また礫刑
も行 われている」(Jung、1951年)。
これは先に述べたイナ ンナの属性 についてのPerera(1981)の見解 「母性性 と処女性、生命 の喜び と殺人
の欲望、肥沃 さと獣性 との境界領域の半ば」 というイメージにも繋がるように感 じられるが、よく言われ
るようないわゆる母性の持つ否定的な側面 「呑み込 み、がん じが らめにする」とい うような ものではな く、
もっと根源的な ものにまつわる一種の 「魔」 とも呼べるような、グロテスクさを表 してい る。そ して母性
の持つネガテ ィブな側面 とい うよ り、確かにプエラ(少 女性)が 持つ奔放 さや無鉄砲 さにより近 く感 じら
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れる。いずれにせよ、この領域に見 られる 「魔」 は、意識的 に操れるような ものではな く、はじめか らも
うそこに存在 しているものだ と理解 される。 この領域 はPerera(1981)のい う、「意識 の魔術 的で原初的な レ
ベル」「心 と体の結 びついた状態、いわば言語以前の墓=子 宮状態」である。心理療法の場においては、
「抑鯵 や境界例的 もしくはスキッォイ ド的イメージ」 を扱 うことに繋が り、 ここには心 身症や摂食障害の
人々も含 まれるだろう。「治療におけるこの レベルの仕事 は、最 も深い情動 を含 んでお り、必然的 に言語
以前の 『乳幼児期』段階 に結びつ くもの」で 「本能 と情動 と感覚認知 とが身体感覚 にやっとなじみはじめ
ているような、身体・精神 レベルの仕事」であるという。そ して河合(1998)も聖娼のイメージについて
「性 と霊性の一致を招来す る」 と述べ てお り、 こころと体 を二分極的に分 けるのではな く、その全体性の
中であらゆるものを感得する姿がそ こには見受けられる。ここから、言語以前の世界に触れたりこころ と
体の二分極を越えたところにある ものを考えた りす る際 には、性=セ クシュアリティという身体性 に関わ
る ものについてより一層注目 していくことが重要であることが示唆 される。先 に述べた心身症や摂食障害
の患者の増加 も、体 をどう捉 えてい くのか、あるいは体 の感 じる ところ、 自然の リズムをどう取 り戻 して
い くのかということに も関わって くるように思 われる。
また、Susan(1969)は、ポルノグラフィに関する論考の中で 「『狼褻なる もの』は、人間の意識の一つ
の原初観念であり、病める社会が肉体に対 して持つ嫌悪感な どという底 の浅いものではない」 とし、性 に
ついて 「依然 として人間意識 の魔性的な力の一つで・・(中略)・・善悪を超 え、愛を超え、正気 を超えた も
の として、試練のための、意識の限界を突 き破るための方策 としての性」 という側面がある ことを記 して
いる。 ここで もやはり、性の もた らす胱惚感 とそのコントロールの出来 なさは死 との関係の深 さを示唆す
るものである。佐伯(1987)も同 じく性 と死 との親和性 を指摘 しているが、遊女が性を遊ぶ とい うことを
「単 なる遊びに過 ぎず、それ以上のものではない」 と判断するのは誤 りであ り、「遊 び」 の持つ本来の意味
を 「アメノウズメの動作 が 『楽(あ そび)』であ り、葬送儀礼が 『遊』 と呼ばれた通 り、こうした聖なる
もの、他界 との交感が、『遊 び』だったのである」 と指摘 している。す なわち、性 を遊ぶ ということを明
快 に 「魂 をなぐさむ」 と表現 してお り、この ような非 日常(ハ レ)の 世界 において経験 されることが、 ど
こかしら癒 しへ と繋が っていたと言 うことがで きるだろう。
聖娼のイメージか ら性や死、魔 について考察 して きたが、人間の本能的な部分 に関わる自然のあるが ま
まの様相、 リズム、 とい うものを考 えてい くと、 これらは自ずと行 きつ く トピックであった。 しか し、 こ
こで 「リズム」 ということに焦点 を絞って考えてみると、それは生老病死 という流れや 日本人にとっての
四季の移 ろいゆくあ りさまなど、常に変化 しつづけること、万事が流転 していること、 を表 しているよう
に思 う。それは生 きと し生ける ものの、あるがままの、また当た り前の、在 り方であ る。「死 と再生」、
「創造 と破壊」 という言葉で表す ことも出来 るが、この ような二相的な動 きよりもむ しろ月の満ち欠けと
いった断続的な変化 に近いか もしれない。そ してそれは、何度 も同 じことが繰 り返 されている と同時に、
毎 回異なる循環だと言え、このような聖娼のイメージが、心身症や摂食障害の人々に とってはどのように
映っているのか、また彼女たちの抱える 「身体」の病い とどの ような関係があるのかを明 らかにすること
が 「身体性の問題」について考察するひ とつの契機 となるように思 われる。
〈おわりに〉
ここまで、「聖娼」のイメージか ら連想 されることについてい くつか取 り上げ考察 してきた。 冒頭で も
述べた ように、 これらが 「身体性」 とどのように結びついてい くのかについて より綿密 な考察 を行 うこと
が今後の課題である。
現段階においては、聖娼が性を聖なるもの として生 きた存在であることか らも示唆 される ように、身体
性 の問題 と性(セ クシュアリテ ィ)との関連 をより明 らか にしてい くことがまず大切である と感 じている。
つまり、心身症や摂食障害といった身体の病いを抱える人々にとってセクシュアリテ ィとは どの ように捉
えられているのかという視点である。
また、心身症や摂食障害 といった病いが女性に多い とい うことか らも明 らかなように、女性性に関わる
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ことが らについてより考えてい く必要性を感 じる。元来、女性 は体 との結びつ きが強い と思われるが、ま
.た一方、女性の体が古来 より神聖視 されて きたという背景 もある。たとえば、本論において取 り上げたア
メノウズメの振 る舞いはまさに、女性の体 とその癒 しのちか らを表 してお り、女性性が荷 う癒 しの力 と身
体性の問題は分か ち難 く結びついているように思われる。
本論文は、「聖娼」のイメージを中心 としてそ こか ら広が るい くつかのキーワー ドについて考 察 してお
り、拡散的な印象があることは否めない。今後 は、ここで述べて きたようなことが らについて 日々の臨床
経験に基づ きなが ら慎重に考察を深めてい くとともに、よ り多角的に 「身体性」 について捉え、 この問題
についての研 究を深めていきたい と思 う。
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〈ResearchNotes>
AStudyConceming"KARADA"and``IYASHI"
:Usingtlleimageof"SacredProstitute"
mROSAWA,Aiko
Recently,inthepsychotherapywomenhavingphysicalsymptomssuchasasomatizationdisorderandan
eatingdisorderareincreasing.Think童ngaboutthisbackgroundIfbunditimpossibletoconsidermindandbody
separately.AndIhavehituponanideathatthereis"KARADA"betweenmindandbody,beyondthem,or
includingthem.
InthispaperIusedtheimageof"sacredprostitute",whichisoneofthematerialsconcerning
"KARへDA"
anddiscussedsometopicsassociatedwiththis量mage.TheSacredProstituteisalsocalled"shrine
maiden"or"shrinepmstitute",whohasasexwithastrangervisitingtheshrine.Thatisasacredsexua墓contact.
Regard並ngthestmctureofthispaper,in1.MotifoftheSacredProstituteItouchedontheimageoftheSacred
Prostituteandtwopointsrelatedwithit,andin2.TheGoddessofInannaIdiscussedanattributeofInannathat
watchesoverthehtualoftheSacredProstitute.In3.active-passivenessandanconsciousness,andin4.anatural
rhythmandtheSacredProstitute,whicharetwopointsassociatedwi由theimageoftheSacredProstitute,IdiscuSsed
thenecessityandthedif罰cultyfbrwomenbecomingself-dependent,acloselyπela亘onshipbetween"KARADA"
and"IYASHI"carriedbywoman,andthealterat垂onofthelifbandthedeathandthegrotesqueaspectsofsex.
Thereshouldbecomeimportantkeywordstodiscuss"KARADA"mo㎎deep藍y.
